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郷土資料館
きょうどしりょうかん

の庭には、２棟
むね

の土蔵
どぞ う

が建っています。土蔵は、家の大切な道

具類を保管
ほか ん

する倉庫です。周囲の壁が土で厚
あつ

く塗
ぬ

り固
かた

められていて、火災に

あっても中が燃えないような作りになっていま

す。資料館の庭にあるのはいずれも挙母
こ ろ も

地区に

建っていたものを移築
い ち く

したもので、明治40年に

建てられたものと明治30年代に建てられた建物

です。大きさは２間
けん

×３間（約3.64m×5.45m）

の２階建てで、石垣が積まれて地面から約1.3ｍ

高く、矢作川
やはぎがわ

が氾濫
はんらん

しても中に水が入らない様

になっています。土蔵の中に入ることができま

す。一度遊びに来てください。

鎌倉時代と同じく室町時代
むろまちじだい

になっても豊田市内で最も大きい荘園
しょうえん

・高橋荘

の地頭であった中条氏は、勢力を保ち続けていました。拡大した高橋荘は、範
はん

囲
い

が広がったため北方・東方・西方と分けられ、

それぞれに代官のような役職が置かれていました。

中条氏は室町幕府内でも奉公衆
ほうこうしゅう

という役職
やくしょく

につき

有力家来として認められていました。また地元で

は、この頃にはすでに現在の金谷
かな や

町に衣城
ころもじょう

（金谷

城）を築
きず

き、菩提寺
ぼ だ い じ

・長興寺
ちょうこうじ

を建て、支配者とし

ての地位を固めていました。また中条氏の家来と

して力をつけてきた一族
いちぞく

に、鈴木氏、三宅
み や け

氏、

那須
な す

氏などがいました。

（室町時代
むろまちじだい

１：1338年～1573年）とよたのれきし（中世2）�とよたのれきし（中世2）�

中条秀長
ちゅうじょうひでなが

の墓
はか

（長興寺境内
ちょうこうじけいだい

）



あ ん ど ん

あんどんは、むかしのあかりです。長方形
ちょうほうけい

をしていて、木
き

と和紙
わ し

でできてい
ます。ろうそくをつかうので、いまのあかりとちがって、ぼんやりしたかんじ
のあかるさです。かいちゅうでんとうみたいなあんどんもありますが、そうい
うものは「がんどう」といいます。
きょうどしりょうかんのむかしのいえのなかにもあるので、ぜひみにきてく

ださい。
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「貝あわせ」とは、左方
さほう

、右方
うほ う

の二組
ふたくみ

にわかれて、めずらしい貝を持
も

ち寄
よ

り、そのよさを競争
きょうそう

するあそびです。平安時代
へいあんじだい

の貴族
きぞ く

の間
あいだ

でおこなわれ、貝
の形や色、大きさ、めずらしさ、貝のしゅるいの多さなどで勝ち負けが決ま
りました。勝ち負けを決めるのは判者

はんじゃ

という役
やく

の人で、引き分けの時は持
もち

と
いいました。しかし、このあそびは鎌倉時代

かまくらじだい

にはすたれてしまいました。
一方、「貝おおい」というあそびは、はまぐりの貝がらをかたほうずつに

わけ、（一つを「地貝
じがい

」、もう一つを「出貝
だしがい

」とよびます）地貝をふせてなら
べておいて、まんなかに出貝を一つづつだして、対

つい

になる地貝を多く探
さが

した
方が勝ちというものです。この「貝おおい」というあそびが、「貝あわせ」
とだんだんいわれるようになりました。
「貝あわせ」につかう「あわせ貝」は全部で360こです。貝の内側

うちがわ

に、源
げん

氏物語
じものがたり

の絵や、草花、鳥などの絵を左右に同じように描いたり、和歌
わ か

の上
かみ

の
句
く

と下
しも

の句
く

をわけて描くようになりました。ま
た、あわせ貝をいれるはこを「貝桶

かいおけ

」といい、
たいていは８角形で、地貝用のものと出貝用の
ものと２こで一組になってます。はまぐりは最
初に対になっていた貝しかぴったりあわせられ
ないので、縁起がよく、あわせ貝入りの貝桶は
嫁入り道具の一つとなりました。

◎貝
かい

あわせってなあに？
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